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表紙の絵　
夢のつぼみがいっぱい！

右側には夢のつぼみのはじまりが続 と々。

「シモバシラのつぼみと花 ×4.55」

夢のつぼみ《シモバシラ》

・ヤマトビオトープ園にて2022.10.3採集
・紙（アルシュ 極細目）/テンペラ
・size:310mm×230mm
・2022.10.28完成
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10月の初めビオトープ園を訪れると、
白い花穂をつけた茎が地面から伸び出ていた。

何の花だろう？　
近くのプラスチック製の札に、うっすらと文字が……。
シ、モ……バ、、シ……、ラ……？　シモバシラだ！

以前NHKテレビで、初冬の風物詩として紹介されていた。
根っこが吸い上げた水が枯れた茎から吹き出て、
夜の寒さで凍りつき、芸術的な氷柱になる。

1月になって地面が完全に凍り、茎がビリビリに破けるともう出来なくなるけれど、
11月末から12月いっぱいシモバシラの氷の花がたのしめる。

テレビでは実際の花は紹介されていなかったが、花も寒い冬の朝の霜柱のようだった。
5～6センチほどの花穂を7つ付けた茎を採集し、

立川のアトリエでしげしげ眺めてみると、なんと、花穂には裏と表があった。
私がビオトープ園で見ていたのは、花穂の裏側。

まっすぐ伸びた軸に花がお行儀よく右と左に列になって並んでいた。
が、表から見ると、細かな花が3列～4列にひしめき合っている。

その上、それぞれの花から4本のオシベが伸び出て交差し、何が何やらよくわからない。
小指ほどの長さもない花穂で美しく咲き誇る花たちに、私の心は千々に乱れた。
ああ、ああ……と、茎の天辺からすがるように7つの花穂を眺めていくと、

一番下の小振りな花穂が微笑みかけてきた。4個開花しているがほぼ全てつぼみ！
おお、なんて落ち着くんだろう。花の構造も、全体像もはっきりよくわかる。

茎をはさんで右側にはつぼみのはじまりの穂の姿もある。
5センチ余りの花穂を4.55倍に拡大して描く。

描いていると、ころりと丸いつぼみたちのエネルギーが伝わってくる。
つぼみは夢と希望にあふれている。つぼみ一つ一つが私自身の持つ夢のように感じられてきた。

どんなに歳を取ってもちいさな夢のつぼみを心の中にたくさん持つことはできる、
と思うととても幸せな気持ちに包まれた。
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